
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千歳市立高台小学校 学校通信№９ 令和元年１１月２９日 

 

１２月の生活目標 

「きまりを守り、落ち着いた生活をしよう」 

１．約束を守って、安全に生活しよう。 

２．掃除や後片付けを 

きちんとしよう。 

まもなく師走をむかえ、令和元年も残りひと月となり

ます。 

今月はじめには本校第 50 回学芸発表会に多くの保護

者・地域の方々にお越しいただき、子どもたちに温かい

拍手や激励のコメントをいただきましたことお礼申し上

げます。 

 また、今月後半は保護者の皆様に、お忙しい中、個人

懇談にご来校いただきました。冬休みまでの指導はもと

より年度末に向けて、懇談内容を参考にさせていただき

ながら子どもたちの指導に当たってまいります。 

 さて、今月の巻頭言は、ボウリングの科学について考

えてみます。 

 最近は歌手の桑田佳祐氏の名前を冠したボウリング大

会が全国で開催されるなど、ボウリングブームが再来し

ているようです。10 月には市 P 連 

おやじの会ボウリング大会が開催さ 

れ高台小チームも和気藹々とゲーム 

を楽しんだと伺っています。先日に 

は、市内教職員の福利厚生事業とし 

てのボウリング大会があり、本校か 

らも 2 チーム参加しました。男女そ 

れぞれ 40 数名の参加があった中で、 

本校 1 年 2 組担任本間教諭が 2 ゲームトータル 361 点

で見事個人戦チャンピオンとなりました。 

 私も 2 週間前に本間教諭とこっそり練習に行ってきま

した。若い頃はよくボウリングを楽しんでいましたが、

久々のゲームではなかなか思うようにボールをコントロ

ールできませんでした。そんな時に本間教諭から『板 3

枚理論』を伝授されました。 

「倒したいピンが 1 番ピンから 1 本分ずれるにつれ、

立ち位置を板 3 枚ずらし、でもボールは常にセンターマ

ークを狙えば必ず当たります。」という理論です。私の球

筋がストレートなのを踏まえたアドバイスですが、これ

が見事ドンピシャなのです。確信はありませんが、きっ

と理科の光の入射角とか数学の相似の理論なのだと思い

ます。帰宅後も投球方法についていろいろ調べていると、

ボールは物理で学ぶ振り子の原理を応用し、肩を支点に

ボールの重みで腕をまっすぐ振って投げるべし、とか。

とにかくメンタルが大切になる。どんなときにも自信を

もって投げるためにはフォーム固定の反復練習が必要、

とか。「なるほど、本間先生のフォームはいつも一緒だ。」

などなど学校で学ぶ自然科学や学びに向かう姿勢を日常

生活で実践することができる一つがボウリングであると

実感した次第です。 

私は社会科教師でもあるので、こうなるとボウリングの

歴史にも興味をもちました。ボウリングはたくさんピンを

倒せれば「災い」を追い払えるという 

宗教儀式を起源にしており、宗教改革 

で有名なルターが基本的なルールを統 

一したそうです。当時のピンは 9 本で 

並べ方もビリヤードのナインボールの 

ようなひし形であり、名称もナインピ 

ンズ・ボウリングと呼ばれ、やがてヨーロッパからアメリ

カに渡りました。 

では、ボウリングが現在のような 10 本になったのはな

ぜか？これも歴史のおもしろさですが、アメリカの禁酒法

下においてボウリングが賭け事に利用されたため「ナイン

ピンボウリングを禁ずる」という法律の制定に反発した愛

好者が 1 本増やし現在のテンピンボウリングになったそ

うです。 

ボウリングという親しみやすい競技も少し視点を変え

ると自然科学や社会科学と結びついています。子どもたち

には日頃から「学習するときは常になぜだろうと考えなさ

い。」と話しています。「なぜ狙ったところに転がらないの

だろう？」「なぜピンは 10 本なのだろう？」 

この「なぜだろう？」が日常生活の中に 

あふれることが大切なのだと思います。 

今年はインフルエンザの流行が例年より早 

いそうです。先日 NHK の番組『チコちゃん 

に叱られる』で、「なぜインフルエンザは冬 

に流行するのか？」という質問がありました。 

流行期になると、手洗い・ 

うがいで予防しましょうと言われますが、 

これもちょっと視点を変えて医学的、自然

科学的に考えてみると新たな学びにつな 

がるのではないでしょうか。ちなみに、チ

コちゃんの答えは、『太陽の光が少なくな

るから』でした。 

インフルエンザの対策においても、ちょ 

っと視点を変え、「なぜだろう？」を大事 

にしながら、引き続き学校では、手洗い・ 

うがいの励行など健康管理に取り組んでまいります。皆様

もご自愛下さい。 

高台っ子ふれあいフェスティバル開催！ 

   日時 令和元年 12 月 19 日（木） 

      前半出店開業 9：30～10：20 

      後半出店開業 10：30～11：20 

校長 安 栄 智 裕 

【標語で表彰  

6 年加藤君】  

【図書室イベント  

読み聞かせ・クイズ】  

【作文で表彰  

３年井下田さん】  

【お祭り集会でボーリング

を運営する 2 年生】  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 13 日（水）に 5 年 2 組で「鯖」、20 日（水）に 6 年 1 組

で「鮭」、27 日（水）に 6 年 2 組で「秋刀魚」について、養護教

諭の梅田先生による食育の授業が行われました。いつも給食時間

に何気なく食べている魚について、その生態や食することによる

効用などを教えることにより、子どもは魚を食べることの大切さ

を知り興味を持って食べることができました。ご家庭でも夕飯を

囲んで話題にしてみてはいかがでしょう。 

11 月 11 日（月）から縦割り班でいこいの森の「落ち葉拾い」
を行いました。上級生が下級生の面倒を見ながら協力して実施し
ました。とても多くあった落ち葉も 4 日間かけて（最終日は天候
不良のため中止）きれいに片付けることができました。思いやる
心や協力する大切さを学びました。 

11 月 11 日に防犯協会の
方から 1 年生代表児童に
「いかのおすし定規」の贈
呈が行われました。犯罪に
巻き込まれないように「い
かのおすし」の再確認をし
ました。 

11 月 15 日（金）から 22 日（金）にかけて 5 回にわたり「放課
後塾」を開催しました。1～4 年生までの多くの子どもたちが参加
しました。計算や漢字のプリントに挑戦し合格したらスタンプがも
らえる仕組みです。6 年生や地域の方々にも協力していただき、分
からないところを教えてもらったり、丸付けをしてもらいました。 

11 月 14 日に小学校音楽発表会に 5 年

生が出演しました。学芸会でも披露した

合唱曲を歌い、美しいハーモニーで会場

を盛り上げました。 

 11 月 26 日、6 年生を対象に千中と富中
の先生による出前授業が行われました。校
長先生や主幹教諭の先生から直に中学校
生活における心構えや学習、部活動に関す
ることを教わり、気持ちが引き締まる思い
でした。 

【縄跳びＷＥＥＫの様子】 【Ｐ教養講習会の様子】 


